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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

近年重要性を増している境界潤滑において添加剤の吸着過程解明が必須である．添
加剤は潤滑油に溶けて，摺動面に吸着し，摩擦低減機能を発揮する．そのため，潤
滑油中の添加剤の状態解明は重要である．本測定では，潤滑油中の添加剤について，
動的光散乱装置を用いて自己相関数を測定し，アインシュタインストークスの式か
ら流体力学的半径を取得する．

実験
Experimental

境界潤滑用として期待されている，高分子あるいは低分子添加剤を，潤滑剤を構成
する基油の溶解させたものを試料とした．本測定では，潤滑油中の添加剤について，
動的光散乱装置を用いて自己相関数を測定し，アインシュタインストークスの式か
ら流体力学的半径を取得する．さらに，温度，濃度を変えて，凝集など基油中の添
加剤分子の状態を推定した．

結果と考察
Results and Discussion

温度，濃度を変えて，測定した分子径から凝集など基油中の添加剤分子の状態を推
定した．本添加剤は，主鎖よりも側鎖の温度依存性により，状態が変化すると推定
された．これが吸着状態に大きな影響を与えると考察された．
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